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け
や
き
の
風

※
湖
北
台
後
援
会「
け
や
き
の
風
」の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
読
者
の
み
な
さ
ん
の
カ
ン
パ
で
発
行
し
て
い
ま
す

こんな国‣日本にしたい!

日本共産党湖北台

後援会連絡所

早川 7149-0322

小野 7187-0203

鈴木 7139-3421

ノ
ー
ベ
ル
賞
に
最
も
近

い
と
言
わ
れ
る
「
光
触
媒
」

の
東
大
藤
嶋
昭
教
授
と
そ
の

研
究
チ
ー
ム
が
上
海
の
大
学

に
移
籍
し
た
（
21
年
）
。

「
千
人
計
画
」
に
賛
同
し
た

の
で
は
な
く
、
自
分
と
チ
ー

ム
の
研
究
環
境
の
よ
い
中
国

を
選
択
し
た
と
い
う
。

国
立
大
学
の
運
営
費
が
年

１
５
０
０
億
円
も
削
減
さ
れ

理
系
の
研
究
室
が
大
幅
に
減

少
す
る
一
方
、
Ｅ
Ｖ
車
の
電

池
開
発
で
は
ト
ヨ
タ
と
本
田

へ
２
７
６
６
億
円
税
金
か
ら

補
助
。
熊
本
の
半
導
体
関
連

の
求
人
は
初
任
給
２
８
万
円

で
も
日
本
の
学
卒
で
は
補
充

で
き
ず
ベ
ト
ナ
ム
学
卒
50
人

を
採
用
。
日
本
の
Ｉ
Ｔ
人
材

養
成
の
失
敗
を
示
し
て
い
る
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
で
最
低

に
な
る
ほ
ど
教
育
費
を
削
減

し
た
結
果
で
あ
る
。
地
下
資

源
に
乏
し
い
日
本
は
高
度
科

学
技
術
を
さ
さ
え
る
人
材
の

育
成
こ
そ
最
大
の
課
題
で
あ

る
。
８
兆
円
を
超
え
る
軍
事

費
で
世
界
第
３
位
の
軍
事
大

国
に
な
る
道
で
は
な
く
、
教

育
予
算
こ
そ
倍
増
し
高
校
・

大
学
は
授
業
料
の
無
償
化
、

小
中
の
給
食
費
は
無
償
、
欧

州
並
み
の
学
級
定
員
の
国
に

し
た
い
も
の
で
す
。

党
地
区
委
員
、
党
支
部
長

（
元
）
日
本
航
空
社
員
「
青

森
県
八
戸
工
高
」
青
森
県
お
い

ら
せ
町
出
身

趣
味
:
太
極
拳

小
泉
政
権
時
に
製
造
業

ま
で
非
正
規
雇
用
を
拡
大
し
、

今
で
は
若
者
の
５
０
％
程
が

非
正
規
で
、
非
正
規
の
平
均

年
収
は
２
０
０
万
円
だ
と
い

う
。
ま
と
も
に
結
婚
も
出
来

な
い
し
子
供
も
持
て
な
い
。

年
収
５
０
０
万
円
（
４
人
家

族
）
で
は
こ
の
３
０
年
で
手

取
り
が
３
２
．
５
万
円
も
減

少
し
て
い
る
。
出
生
数

が
こ
の
８
年
間
で
25
万

人
も
減
少
し
て
い
る
の

は
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
で
は
な

ん
と
１
９
４
万
８
千
世

帯
が
滞
納
し
て
い
る
状

況
で
、
命
の
危
険
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
家
庭
が

多
い
。
日
本
共
産
党
は

最
低
賃
金
の
時
給
を
１
５
０

０
円
に
し
待
遇
改
善
す
る
こ

と
と
、
製
造
業
の
非
正
規
労

働
を
や
め
正
社
員
化
す
る
こ

と
を
求
め
て
い
る
。
男
女
賃

金
格
差
是
正
、
同
一
労
働
・

同
一
賃
金
な
ど
Ｅ
Ｕ
な
み
の

労
働
者
の
待
遇
改
善
が
求
め

ら
れ
る
。

こ
の
夏
、
都
内
23
区
で
熱

中
症
で
１
９
８
人
が
亡
く
な

り
、
そ
の
内
の
40
人
が
エ
ア

コ
ン
無
し
。
１
２
８
人
は
電

気
量
を
節
約
す
る
た
め
に
エ

ア
コ
ン
は
あ
る
が
使
用
し
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
。
一
方

こ
の
８
年
間
で
金
融
資
産
一

億
円
以
上
の
世
帯
が
67
万
世

帯
も
増
加
し
た
。
金
融
資
産

５
千
万
円
以
上
で
見
れ
ば
１

２
５
万
世
帯
も
増
加
し
て
い

る
。
株
の
売
買
益
・
配
当
金

の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
世
帯

で
あ
る
。
日
本
は
こ
の
株
売

買
利
益
に
は
20
％
し
か
税
金

が
か
か
ら
な
い
株
主
優
遇
社

会
に
な
っ
て
い
る
。

実
質
賃
金
は
安
倍
政
権
発

足
時
よ
り
３
３
．
６
万
円
減

少
し
３
７
１
万
円
で
あ
り
。

大
企
業
の
内
部
留
保
は
国

税
収
入
の
５
年
分
の
５
３

１
兆
円
、
こ
れ
は
本
来
は

労
働
者
や
下
請
け
会
社
に
還

元
さ
れ
て
良
い
は
ず
の
金
で

あ
る
。
こ
ん
な
国
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
の
中
で
日
本
だ
け
で
あ
る
。

私
は
、
成
田
空
港

で
飛
行
機
の
整
備
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

一
見
華
や
か
な
空
港
内
で
は
、
残

業
代
未
払
・
雇
止
め
解
雇
・
過
労
死

な
ど
、
人
権
を
無
視
し
た
働
き
方
が

横
行
し
て
い
ま
す
。

人
間
を
大
切
に
す
る
働
き
方
を
示
す

「
日
本
共
産
党
の
経
済
再
生
プ
ラ
ン
」

の
実
現
め
ざ
し
、
が
ん
ば

り
ま
す
。

日

本

共

産

党

柏

崎

す

え

と

比

例

は

千
葉
県
13
区
候
補

軍
事
大
国
で
な
く

科
学
・
教
育
立
国
に

富
裕
層
・
大
企
業
の
利

益
優
先
で
は
な
く

国
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
国
に

非
正
規
労
働
で
も
ま
と

も
に
暮
ら
せ

結
婚
も
子
育
て
も
出
来

る
国
に

総選挙
特集

「裏金」追及した日本共産党と「しんぶん赤旗」
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あなたの１票で希望ある日本に!

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
・
イ
ラ

ク
戦
争
と
ア
メ
リ
カ
が
自

衛
隊
の
派
兵
を
強
く
要
請

し
て
き
た
が
、
歴
代
の
総

理
は
憲
法
九
条
を
盾
に
拒

否
し
て
き
た
。
憲
法
九
条

は
ま
さ
に
平
和
の
砦
で
す
。

し
か
し
今
日
本
領
土
で
も

な
い
台
湾
の
た
め
に
日
本

が
戦
争
に
引
き
ず
り
込
ま

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
日

米
同
盟
の
た
め
に
日
本
が

戦
争
す
る
な
ど
本
末
転
倒

で
あ
る
。
石
破
総
理
は
そ

れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
ア

ジ
ア
を
「
敵
対
と
分
断
」

の
地
域
に
す
る
ア
ジ
ア
版

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
を
つ
く
ろ
う
と

し
て
い
る
。
非
同
盟
を
貫

い
て
来
た
イ
ン
ド
の
外
相

は
軍
事
同
盟
に
は
入
ら
な

い
と
声
明
を
だ
し
、
ま
た

ア
セ
ア
ン
諸
国
（
１
０
ヶ

国
）
も
対
立
と
分
断
で
は

な
く
、
ア
ジ
ア
は
共
存
共

栄
を
目
指
す
べ
き
で
ど
ち

ら
の
側
に
も
立
た
な
い
と

強
く
発
言
し
て
い
る
。

多
く
の
軍
事
研
究
者
は

米
中
戦
争
に
関
与
し
た
ら

「
日
本
は
捨
て
石
に
さ
れ
、

日
本
の
自
殺
行
為
に
な
る
」

と
警
告
す
る
。

( h
t t

ps://jcp-a biko.c
om/ )

我孫子市議団
ホームページ

※
法
律
相
談
（相
談
無
料
）・岩
井
事
務
所
に
て
毎
月
第
４
木
曜
日
（２
時
～
４
時
）開
催
し
て
い
ま
す
（事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）０
４
７
・１
８
８
・２
１
４
１

政治革新の道しるべ、
真実をつたえ希望をはこぶ新聞です

日刊紙●月 ３４９７円
日曜版●月 ９９０円
※こちらから申し込めます
日本共産党本部QRコード→

憲
法
九
条
は

平
和
の
砦

こ
こ
数
年
の
異
常
気
象
を

み
て
国
連
事
務
総
長
の
グ
テ

レ
ス
氏
は
「
地
球
沸
騰
化
の

時
代
が
到
来
し
た
」
と
発
言

し
、
世
界
各
国
に
炭
酸
ガ
ス

の
一
層
の
削
減
を
訴
え
た
。

カ
ナ
ダ
の
山
火
事
は
日
本
の

北
海
道
の
面
積
よ
り
広
く
、

パ
キ
ス
タ
ン
の
豪
雨
で
は
３

０
０
０
の
氷
河
湖
が
決
壊
し

国
土
の
三
分
の
一
が
浸
水
、

ア
マ
ゾ
ン
で
は
大
河
が
干
上

が
る
し
、
森
林
火
災
も
続
発
。

シ
ベ
リ
ア
で
も
森
林
火
災
、

永
久
凍
土
の
融
解
が
進
み
炭

酸
ガ
ス
よ
り
は
る
か
に
温
暖

化
効
果
を
も
つ
メ
タ
ン
ガ
ス

の
大
量
発
生
が
起
き
て
い
る
。

地
球
の
エ
ア
コ
ン
と
言
わ
れ

る
北
極
・
南
極
の
氷
床
も
凄

い
速
さ
で
融
解
し
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
な
ど
は
ウ
ソ
と

い
い
、
パ
リ
協
定

を
離
脱
し
た
ト
ラ

ン
プ
氏
、
自
国
だ

け
抜
け
駆
け
し
経

済
成
長
を
追
及
す

る
。
ま
た
そ
れ
に

同
調
す
る
指
導
者

が
で
る
と
い
う
危

機
を
迎
え
て
い
る
。

日
本
は
今
回
も

化
石
賞
を
贈
ら
れ

た
よ
う
に
Ｇ
７
の

中
で
も
際
立
っ
て
消
極
的
で

あ
る
。
い
ま
地
球
は
戦
争
な

ど
し
て
い
る
場
合
で
は
な
い

の
に
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
は
続
く
し
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
ジ
ェ

ノ
サ
イ
ド
も
続
く
。
早
く
戦

争
を
終
わ
ら
せ
、
人
類
の
生

存
を
か
け
た
気
候
危
機
の
課

題
に
し
っ
か
り
取
り
組
め
る

日
本
に
し
た
い
。

今
で
も
太
陽
光
・
風
力

発
電
は
化
石
燃
料
発
電
・

原
子
力
発
電
よ
り
コ
ス
ト

が
安
い
。
２
０
３
５
年
に

は
技
術
革
新
が
進
み
、
原

発
の
二
分
の
一
、
三
分
の

一
に
な
る
と
い
う
。
福
島

原
発
事
故
の
復
興
・
補
償

な
ど
の
費
用
が
３
２
兆
円
。

ま
だ
帰
宅
で
き
な
い
人
が

３
万
人
い
る
し
デ
ブ
リ
８

８
０
ト
ン
の
内
の
３
㌘
し

か
取
り
出
せ
て
い
な
い
。

膨
大
な
リ
ス
ク
が
あ
る

の
に
何
故
原
発
を
再
稼
働

し
た
り
、
新
規
原
発
を
つ

く
ろ
う
と
す
る
の
か
、
そ

れ
は
電
力
会
社
の
利
益
の

為
で
あ
り
、
７
０
億
円
も

の
政
治
献
金
を
受
け
て
い

る
自
民
党
の
私
利
私
欲
の

た
め
で
あ
る
。

環
境
省
の
報

告
で
も
「
日
本

は
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
資
源
国

で
、
年
間
需
要

電
力
の
２
０
０

％
～
６
０
０
％

の
資
源
量
が
あ

る
と
い
う
。
電

力
が
自
給
で
き

れ
ば
年
間
１
５

～
２
５
兆
円
の

化
石
燃
料
の
輸

入
費
も
必
要
な

く
な
り
豊
か
に

な
る
し
、
ま
た

雇
用
も
大
き
く

増
え
る
。

気
象
危
機
に
し
っ
か
り

取
り
組
む
国
に

台
湾
有
事
で
米
中
戦
争
に
巻

き
込
ま
れ
て
は
な
ら
な
い

化
石
燃
料
発
電
・
原
発

依
存
か
ら
脱
し

再
生
エ
ネ
ル
ギ―

１
０
０
％
の
日
本
に

被 団 協 に 2 0 2 4ノ ー ベ ル 平 和 賞 受 賞
核 兵 器 の タ ブ ー 化 に 大 き く 貢 献


